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1 はじめの一歩部門
はじめ良ければ尾張旭好
しの会

紙芝居で伝える尾張旭の歴史

　尾張旭市のまちの歴史や伝承を、紙芝居という分かりやすい形で地域の人々
と共有するというアイデアは素晴らしいと思います。
　本来ならば、実際読み聞かせができるというのが理想的なのでしょうが、現
在の新型コロナウイルス感染拡大という状況の下でも可能な、デジタル媒体を
活用した発信方法を考えられている点も大変優れていると思いました。今の社
会情勢を捉え、新しい形を模索していく良い先進事例になると思います。動画
配信は、どうしても一方的な情報提供になってしまいます。ストーリーを元に
したクイズを作るなど、動画を試聴した後にも学びを深められる取り組みがあ
ると、より浸透するのではないかと思います。
　紙芝居の作成に当たって、現在の状況では取材をしたり、メンバーが集まっ
て活動したりということがなかなか困難かと思いますが、対面式でない方法を
取るなど、工夫をしながら、できる範囲で取り組んでいただけたらと思いま
す。
　地域の方々や団体との連携については、既に保育園での活動実績があるよう
ですが、乳幼児期の時点から、自分たちの暮らすまちに慣れ親しむ機会を創出
することは、非常に有意義だと思いますので、今後の活動に心から期待してい
ます。小学校への働きかけも進められているようですが、ぜひ、読み手の育成
やインターネットでの配信を若い世代（中高生）に任せていくなど、活動の担
い手においても多世代間交流が進むと良いと思います。他の市民活動団体や地
元の幼稚園などとの連携も可能と思いますので、地域内でのネットワークや交
流のさらなる広がり・深まりに取り組んでいただきたいと思います。
　今後の活動についてですが、この会の活動の中に紙芝居の他にも「歴史マッ
プづくり」があることを拝見いたしました。紙芝居の作成と同様に、地域資源
の可視化という点で、非常に興味深い取り組みだと思います。今回の紙芝居の
作成過程で発見された地域資源をぜひ、こちらのマップ作成にも活かしていっ
ていただきたいと思います。次年度以降も尾張旭市内の様々な逸話を発掘さ
れ、新しい紙芝居を増やしてシリーズ化していただき、新型コロナウイルス感
染症が収束したら、上映する機会を多く持っていただければと思います。

Ａ 49,000円


